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ところが、実際に栽培を始めてみると、想像以上に大変でした。イチジクの栽培技術を少しで

も早く習得しようと、田原市内を始め各地のイチジク農家に出向いては技術を吸収する日々が続

きました。 

最初の頃は果実の品質が悪くて、返品ばかりでした。それでも気を落とさず、日々栽培に励み

ます。その甲斐あって、イチジクの収量と品質は、年々確実に向上してきました。 

また、ＪＡ愛知みなみで構築されているイチジクのバラ受け共選体制が、中神さんの生産性の

向上に役立っています。露地イチジクの管理可能面積は１人で 15ａ程とされていますが、当産

地では朝収穫したイチジクをそのまま選果場に運べばよいので、選別・箱詰めの労力を栽培管理

に回すことができるのです。「それでも８月下旬～９月上旬の収穫ピーク時には、朝５時から収

穫を始めても、選果場への搬入時間に間に合わないほど。最初は就農に反対していた妻も、イチ

ジクの収穫期間中には手伝ってくれるんですよ。」と話してくださいました。 

中神さんが頑張れるのは、周囲の仲間たちの存在のおかげです。帰農と同時にＪＡの生産部会

や地域の老人会に加入したところ、「年代の近い仲間が多くて、とてもスムーズに入っていくこ

とができた。わからないことや困ったことは何でも相談し、ずいぶん助けられた。イチジクほ場

の支柱（パイプ）や防風ネットは要らなくなった人から譲り受

けたものでまかなうことができたし、放任だった甘夏ミカンの

樹も近所の人にせん定してもらい売れるものができるように

なった。」と話してくださいました。周囲の仲間たちと親睦を深

め、情報交換やコミュニケーションに努めたことが、これまで

の中神さんを支えてきました。 

 

 

 

中神さんに定年帰農に対する今の気持ちを伺ったところ、「後悔はしていない。やりがいを持っ

て、農地を守っていくことができている。定年したら毎日が日曜日なんていう生活は嫌。自分の

ような定年帰農者が一人でも増えるように、モデルになれたらいいですね。」と話してください

ました。 

最後に、今後の展望を伺うと、「これからも健康で、少しでも長く農地を守っていきたい。ま

た、イチジクの栽培技術をもっと向上させたいし、手間がないので省力技術も積極的に取り入れ

ていきたい。」と前向きな言葉で締めくくっていただきました。 
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